
 
 

財務諸表に対する注記 

 
 

 
１． 重要な会計方針 

 
(１)  有価証券の評価基準及び評価方法 

満期保有目的の債券･･････償却原価法（定額法）によっている。 
 

(２)  固定資産の減価償却の方法 
建物附属設備･･････定額法によっている。 
什器備品･････････定額法によっている。 
リース資産･･････リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。 

 
(３)  引当金の計上基準 

退職給付引当金･･････期末退職給与の要支給額に相当する金額を計上している。 

(４)  消費税等の会計処理 
消費税等の会計処理は税込方式によっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 



２．特定資産の増減額及びその残高
（単位：円）

科 目 前期末残高 当 期 末 残 高

特定資産

入会預り金資産 1,300,000,000 1,300,000,000

異常補塡積立資産 14,317,428,950 75,564,763,120

退職給付引当資産 38,969,605 41,394,335

合 計 15,656,398,555 76,906,157,455

３．特定資産の財源等の内訳

（単位：円）

科 目 当期末残高
（ う ち 負 債 に
対 応 す る 額 ）

特定資産

入会預り金資産 1,300,000,000 1,300,000,000

異常補塡積立資産 75,564,763,120 69,228,083,293

退職給付引当資産 41,394,335 41,394,335

合 計 76,906,157,455 70,569,477,628

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 （単位：円）

科 目

建物附属設備

什器備品

合 計

５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。 （単位：円）

種 類 及 び 銘 柄

第118回利付国債   （125,930万円）

合 計

4,594,755 4,250,608 344,147

帳簿価額 時価 評価損益

1,274,241,088 1,418,601,450 144,360,362

1,274,241,088 1,418,601,450 144,360,362

3,760,236 3,572,225 188,011

678,383 156,136834,519

0 0

減価償却累計額 当期末残高

6,336,679,827 0

取得価額

0 0

（うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

228,314,391,957

6,336,679,827 0

特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

当期増加額 当期減少額

25,759,106 25,759,106

2,425,114

289,535,966,637

特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

228,288,632,467

384

289,564,150,857



6．引当金の明細

引当金の当期の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

目的使用 その他

退職給付引当金 38,969,605 2,424,730 0 0 41,394,335

7．資産除去債務の増減及び残高

賃貸借契約終了時に原状回復義務のある賃借事務所に係る原状回復費用見込額の増減額及び残高は次のとおりである。

なお、計上は保証金を減額する方法によっている。 （単位：円）

資産除去債務 417,600 43,200 0 460,800

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

交 付 者 前 期 末 残 高 当 期 増 加 額 当 期 減 少 額 当 期 末 残 高
貸借対照表上の

記 載 区 分

農林水産省 15,233,725,183 91,744,777,696 50,547,745,717 56,430,757,162 指定正味財産

農畜産業振興機構 15,000,000,000 0 0 15,000,000,000 指定正味財産

異常補塡準備財産（事業準備強化財産勘定） 農畜産業振興機構 0 288,646,458 288,646,458 0

異常補塡準備財産（融資準備特定財産勘定） 農畜産業振興機構 0 87,509,202 87,509,202 0

農林水産省 0 39,397,098,371 39,272,031,047 125,067,324 指定正味財産

30,233,725,183 131,518,031,727 90,195,932,424 71,555,824,486

9．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

(1)異常補塡準備財産（補助金勘定）

(2)異常補塡準備財産（積立金勘定）

(3)異常補塡準備財産（事業準備強化財産勘定） 288,646,458

(4)異常補塡準備財産（融資準備特定財産勘定） 87,509,202

(5)異常補塡準備財産（緊急特別対策事業財産勘定）

合　　　　　　　　　　　　計

当期減少額

合　　　　　　　　　　　計

当期増加額

140,712,671,618

科目

補助金等の名称

異常補塡準備財産（緊急特別対策事業財産勘定）

異常補塡準備財産（事業準備特定財産勘定）

期末残高

金 額

目的達成による指定解除

科 目

8.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及びその残高

期首残高

当期増加額 当期末残高当期減少額科目 期首残高

50,547,745,717

50,516,739,194

39,272,031,047

異常補塡準備財産（補助金勘定）

補助金
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